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  No。4 
り、不透明性とされる流通市場を研究者が客観的に観察することが難しかったことが要
因としてあげられるだろう。 
能登論文では、医薬品流通取引において不透明性の温床になっていた各取引慣行とその
影響を受ける価格交渉力に着目しながら、薬価基準制度下の医薬品流通取引のモデル化
を行っている。さらに、実取引データを用いて、モデルにおける各取引慣行と流通価格
を表すパラメータを内生性の問題にも考慮しながら推定を行なっている。この分析結果
からは、不透明とされる医薬品流通市場における実態を踏まえた流通価格の決定メカニ
ズムが示されており、医薬品流通分野における基礎的な研究成果になると考える。また、
実証分析では、薬価基準制度下の製薬企業の価格戦略行動を実証的に明らかにしたこと
に加えて、仕切価格に対する納入価格の弾性値を表す は、丹野（2014）の理論分析に
おける医薬品流通取引における卸企業と医療機関の価格交渉力の帰着問題を実証的に検
証したと言える。 
 なお、実証分析で用いた大手卸企業から提供を受けた実取引データは、個別医薬品の
ミクロレベルのパネルデータであり、製薬企業のリベートとアローアンスという機密性
の高い商慣行と取引価格に関する情報を含んだ学術的に価値の高いものであると考え
る。卸企業に独自にアプローチを行い、機密性の高い実取引データを入手した点は高く
評価されて良いだろう。 
加えて、実証分析の結果を踏まえて行なった仮想的医薬品による政策シミュレーション
分析では、全て公表データを用いており、他の研究者や政策担当者が異なるパラメータ
の下で同様のシミュレーションを実施することができることから、学術的にも応用可能
性が高い分析手法である。 
 
以上のように、能登論文では、先行研究や政府資料を丁寧に検証した上で、薬価基準制
度の分析から、取引慣行が存在することでブラックボックス化していた医薬品流通取引
のモデル化を行い、そのモデルの実証分析を踏まえて、取引慣行改善の政策シミュレー
ションを行なっている。特に、3 つの分析がシームレスであり、どの分析も精緻で、レ
ベルが高く、その分析過程で、政策的・学術的に有益な含意を多く引き出している。 
このように、能登論文は、本分野における先駆的研究であり、今後、能登君が、本分野
を担っていくことを期待させるには十分な水準にある。そのため、本学位審査委員会は、
能登康之介君が、博士（政策・メディア）の学位を授与される資格が十分にあるものと
認める。 
 
 
